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市議会では、昨年４月に制定した議会
基本条例に基づき、10月15日から11月７
日まで、議員を４班に分け、市内40箇所
で議会報告会を開催しました。各会場に
は延べ411名の市民に参加をいただき、
①議会基本条例の制定の趣旨、②市政に
対する一般質問の状況、③議員定数、議
員報酬について、④議会及び行事等への
議員出席状況等について、それぞれ報告
を行いました。その後、意見交換を行い、
市民の皆様から多くのご質問、ご意見を
いただきました。今回、そのご質問等に
ついて、市に関するものは、市に回答を
求め、その概要を掲載しますので、ぜひ
ご覧ください。
※内容等にご不明な点があれば、議会事
務局にお問い合わせください。
（問い合わせ先　電話７２－０８１５）
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○　議会から市に対する提言状

況はどうか。
議　議会では市長から出される

議案の審議のほか、市政に対し

て一般質問を行い、市に対する

提言を進めています。一般質問

は、平成24年の１年間に延べ44

名の議員が行っています。

○　一般質問で同じ内容が多い

が調整はできないのか。
議　各議員の質問内容につい

て、現在調整は行っていません。

ご指摘の件は今後検討してまい

ります。

○　議会の本会議場傍聴席には

階段等が高く入りにくい。
議　ご指摘のとおりの状況とな

っています。改善のためには大

がかりな工事が必要となり早急

な対応は難しいと考えます。庁

舎１階の市民ホールでもテレビ

による傍聴ができますので、ぜ

ひご利用ください。

○　議会報告会について、土・

日や昼間等も検討して実施して

ほしい。また報告会の資料は前

もって配ってほしい。
議　ご指摘の内容については、

次回以降検討してまいります。

○　川内原子力発電所の再稼働

について、議会として意見集約

してほしい。
議　現在、原子力発電所に関す

る陳情書が提出されており、継

続して審査を行っています。現

時点で市議会として意見を集約

することは難しい状況です。

○　各議員の活動状況を市民に

分かりやすく報告してほしい。
議　議会報告会では、議会全体

の内容について報告してまいり

ます。各議員の活動内容につい

ては、各議員が個別に市民の皆

様に報告すべきものと考えま

す。

○　議員のいない区では議員へ

の相談窓口をつくってほしい。
議　議員は地域の代表としてだ

けではなく、市民全体の福祉向

上を目指しています。相談があ

る場合は、どの議員でも結構で

すのでお気軽にご相談くださ

い。

○　議員報酬や議員定数につい

てさらに協議するべきではない

か。職員の給与削減ばかりでな

く、議員の報酬も考えるべきで

ある。

議　現在、議員報酬等調査特別

委員会を設置し、議員報酬のあ

り方等について協議していま

す。また議員定数についても、

議会全体で今後継続して議論し

ていく必要があると考えていま

す。

○　浄化槽管理業務に関連して

入札もなく業者が決定された。

またある議員、市職員、業者が

市外で話し合いをしたと聞いた

が事実か。
議　浄化槽管理業務委託につい

ては、すべて３社の見積り競争

により業者が決定されているこ

とを確認しました。また質問さ

れた方に、再度確認をしたとこ

ろ事実を特定することはできま

せんでした。しかし、全議員が

市民から疑念を持たれることの

ないよう全員協議会の場で確認

を行いました。

○　議会報告会への参加者が増

えるような工夫をしてほしい。

年１回とは言わず、こまめに報

告会、意見交換会を実施してほ

しい。
議　ご指摘の内容については十

分協議してまいります。

予算・計画について
○　阿久根駅周辺整備計画につ

いて、駅周辺だけではなく、大

丸通りや本町通りまで拡大して

ほしい。
市　平成24年度に阿久根駅周辺

から旧港地区、市民会館までの

エリアを対象とした「うみ・ま

ち・にぎわい」再生整備基本計

画を策定していくこととし、こ

の中に大丸通りや本町通りも含

まれます。 （企画調整課）

○　各種計画について、市民に

わかりやすく広報してほしい。
市　各種計画は専門用語等は説

明を加えるなど平易な表現を基

本にして作成しています。計画

内容は、市役所や市ホームペー

ジで公表しています。 （総務課）

○　地方は企業立地が難しく収

入も少ない。公共事業を増やし

てほしい。
市　今後、阿久根駅舎の改修、

議会について
《○質問　○議会の回答　○市執行部の回答》議 市

※「議会について」は、議会で協議をした結果を掲載します。

※「予算・計画について」以降は市執行部に回答を
求め、概要を掲載します。
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寺山市営住宅の第３期工事、市

民交流センター（仮称）の建設

や旧港地区の再開発などの事業

が考えられています。

（企画調整課）

○　住宅用太陽光発電への市の

補助金制度を阿久根市は行わな

いのか。
市　現在、国においてエネルギ

ー政策の見直しが行われてお

り、その動向もみながら、今後

検討したいと考えています。

（市民環境課）

○　若い人たちが、将来に夢を

持てる元気が出る対策、事業等

は考えていないのか。
市　「にぎわい交流ステーショ

ン」事業において阿久根駅舎の

改修を行い、市民と一体となっ

て「うみ・まち・にぎわい」再

生整備計画を策定し、本市の資

源を活用した魅力あるまちづく

りを進めることとしています。

（企画調整課）

○　浄化槽管理委託料の上がっ

た経緯を説明してほしい。
市　適切な管理のため、市で抜

取り、水洗い、消毒薬代、人件

費、技術料、その他諸経費の５

項目について市内の３業者に求

めた資料も参考に積算を行い予

算措置しました。価格は、業者

の競争見積により決定したもの

です。 （市民環境課）

○　集落で行う事業について補

助金はないのか。また集落に対

して単独で補助金は出せない

か。

市　集落に対し、広報用放送施

設の整備や防犯灯の設置・維持

管理など各種の補助金を交付し

ています。各区の自主的かつ自

立的な地域の課題解決や活性化

に向けた取組みや施設整備等を

支援する新たな制度の創設を検

討しています。 （総務課）

○　ボランティア等で行う作業

に対して、市として保険は掛け

られないか。
市　クリーン作戦や地域で実施

される市道清掃等公共的なボラ

ンティア活動については、市が

加入する保険によって補償の対

象としています。地域等で独自

に実施される活動等についての

保険は地域での対応をお願いし

ています。 （総務課）

防災について
○　標高表示板を増やし、わか

りやすい場所に設置してほし

い。また川内原発からの距離板

設置もしてほしい。
市　今年度、沿岸部の主要道路

の電柱に113箇所、市の公共施

設等に102箇所設置し、標高及

び川内原発からの距離をお示し

しています。また、国において

も国道への標高表示板の設置が

予定されています。 （総務課）

○　原子力発電所事故対策につ

いて、年間の風向を市民に分か

りやすく情報提供してほしい。
市　鹿児島県のホームページの

中の「環境放射線監視情報」で

確認できます。本市の場合、大

川にあるモニタリングポストで

観測された風向が表示されてい

ます。平成25年３月までに市役

所、山村開発センターにもモニ

タリングポストが設置予定で

す。 （企画調整課）

○　津波等の避難所施設の整備

をお願いしたい。
市　津波等の避難所の指定につ

いては、市の指定は行っていま

せんが、各区ごとに避難場所を

選定し、市へ報告していただい

ています。地震や津波等の災害

が発生した場合の避難について

は、「海岸部からより遠く、よ

り高い場所」への避難を指導し

ています。 （総務課）

○　根比海岸の侵食問題につい

て、現在どのようになっている

か、徹底して進めてもらいたい。
市　出水地区２市１町で県へ対

策を要望しています。また、市

独自でも調査測量を実施して浸

食状況の把握に努め、さらに継

続して要望を行っていきます。

（都市建設課）

○　本町地区、下村地区（愛宕

川）の潮位対策について対応し

てほしい。
市　県の各部署とともに現地調

査を行い、調査していますが、

抜本的な解決は難しい状況で

す。当面の対策として、定期的

に河口の土砂の除去、河底の土

砂の入替えを行うなどの措置を

検討していきます。

（都市建設課）

○　大漉地区に屋外無線機を設

置してほしい。
市　現在、市内に43箇所屋外拡

声子局を設置しており、大漉地
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区は公民館に設置されていま

す。地区によっては未設置の集

落もあり、子局が設置されてい

ない集落に優先的に簡易型の屋

外放送設備を設置できないか検

討しています。 （総務課）

○　原子力防災計画の中で、要

援護者の避難計画はどうなって

いるか。
市　要援護者の避難対策は最も

重要な課題であり、受入れ先の

確保、医療措置の確保等種々の

問題があります。実際に事故が

発生した場合の対応は広域的な

避難が想定されるため、関係機

関と連携を図り、地域防災計画

の見直しと併せて計画を進めて

います。 （総務課）

○　防災行政無線について、雷・

台風等の対策は行っているの

か。

市　年１回の定期点検、通常時

の点検等を委託し、住民への適

時の情報伝達に努めています。

特に、今年度は雷被害を受けた

ことからその対策について、業

者等との連絡体制等を強化して

いきます。 （総務課）

○　原子力規制委員会が発表し

た安全基準に基づいて、市独自

で防災計画をつくるべきであ

る。
市　地域防災計画（原子力災害

対策編）については、現在、県

と連携しながら策定に向けた取

組を進めているところです。

（総務課）

○　火災の情報について、防災

無線で知らせてほしい。
市　火災発生時の防災行政無線

による放送は、サイレン吹
すい

鳴
めい

地

域の不安を解消するため、深夜

を除きサイレン吹
すい

鳴
めい

地域に情報

提供しています。しかし、サイ

レン吹
すい

鳴
めい

後は、緊急車両や現場

などとの情報更新を優先しその

後に放送を行っておりますので

ご理解をお願いします。 （消防）

○　河川の寄り洲除去をお願い

しているが、なかなかしてもら

えない。（大川及び高松川）
市　尻無川、大川川の寄り洲の

除去は、現在施工中であり平成

25年３月完了予定とのことで

す。高松川の寄り洲の除去につ

いては、４箇所（①田代小前、

②田代小上流大前商店前、③た

けのこ山前、④旧橋口冷蔵庫前

下流）が施工中で、残りの未実

施箇所については、３か年計画

で予定されています。

（都市建設課）

税について
○　固定資産税について、共有

地の納税通知書が一人に来てい

る。各人に通知してもらえない

か。

市　電算システムの改修を行う

必要があり、御要望の状況を踏

公共交通について
○　乗合タクシーの利用区間に

ついて、地域によって差がある

ので公平にしてもらいたい。ま

た便数を増やしてほしい。
市　乗合タクシーは、通常のタ

クシーとは異なり、交通不便地

域の解消を目指して公共交通機

関として運行するもので、運行

区域や便数は、地域公共交通会

議において決定されます。乗合

タクシーは、公共交通機関とし

ての位置づけの下に、既存の公

共交通機関とのバランスを考え

た上で、真に必要な区間である

かどうかが審議され、運行区域

や便数が決定されています。

（企画調整課）

○　阿久根駅を活性化し、阿久

根に来ていただく対策をとって

ほしい。また、おれんじ鉄道の

利用促進を図ってほしい。
市　「にぎわい交流ステーショ

ン」事業において、本市活性化

の一つの核として阿久根駅舎の

改修を行うこととしています。

また、「うみ・まち・にぎわい」

再生整備基本計画において、市

街地の活性化計画を策定するこ

ととしています。 （企画調整課）

○　阿久根駅でも新幹線の切符

を購入できるようにしてほし

い。
市　肥薩おれんじ鉄道では、Ｊ

Ｒ九州に要望しているところで

すが、システムの改修等課題が

あると聞いています。

（企画調整課）
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産業・雇用について
○　鳥獣被害対策を早急に進め

てほしい。
市　捕獲協会に依頼して捕獲を

実施し、防鳥網や防護柵設置に

伴う資材費の助成しています。

この間、被害が甚
じん

大
だい

になってお

り、捕獲器の増設を行い、即応

体制や捕獲鳥獣の処理体制につ

いて検討し、また平成25年度か

らは、国庫補助事業を活用した

鳥獣被害対策実践事業を地域ぐ

るみで取り組む予定です。

（農政課、水産林務課）

○　大学、農協等とタイアップ

して新しい食物開発を進めてほ

しい。
市　これまでも、作物の推奨等

については、県、市や農協との

連携を図りながら進めてきてい

るところです。さらに、関連機関

観光について
○　新港のスペースを使って佐

賀県の呼子のような朝
あさ

市
いち

を行っ

てはどうか。
市　現在、月に１回新港で、水

産物を中心とする朝
あさ

市
いち

が開催さ

れていますが、「うみ・まち・

にぎわい」再生整備基本計画に

合わせ、今後の開催場所や内容

について、関係者と協議をして

います。 （水産林務課）

○　西回り自動車道の阿久根北

インター付近に物産館をつくっ

てみたらどうか。
市  インター付近への観光案内
を含めた休憩所等の建設は望ま

しいと考えます。物産館は、長

島及び牛深への降車客を取り込

むことが期待されますが、周辺

の民間施設等の状況も考慮しな

がら検討すべきと考えます。

（商工観光課）

○　笠山の雑木を切り払い、桜

をたくさん植えて公園にしてほ

しい。
市　笠山の頂上付近は市有林で

保安林に指定されているため、

伐採等については一定の制限が

あります。関係者の方々と現地

調査を実施したいと思います。

（水産林務課）

○　万葉集に阿久根が詠
よ

まれて

いる。長島町のような歌碑モニ

ュメント建設の検討をしてほし

い。
市　市民の文化財意識の向上を

図るため、「万葉集」で詠
よ

まれ

ている最南端の地である黒之瀬

戸の地に記念碑の建
こん

立
りゅう

を検討し

ていきます。 （生涯学習課）

○　長島町は全域で道路脇の花

の植栽を行っている。阿久根市

もそのような計画はないのか。
市　年２回、花の苗をボランテ

ィア団体等に配布し、国道沿い

に植栽している団体もありま

す。また、商工会議所や各通り

会等の一部では、歩道部分等で

花による「もてなし」運動を実

施中であり、今後、店舗及び全

通り会で実施するよう計画され

ています。

（都市建設課、農政課、商工観

光課）

まえ検討したいと考えていま

す。 （税務課）

○　新年度の税額が６月に決ま

るので、それまでの間、市民に

わかりづらい。新年度の税額を

もっと早く出せないか。
市　市民税額の決定時期は、地

方税法で６月と定められていま

す。６月の課税開始に向け１月

の市民税申告受付から所得決定

まで、公平公正な課税のため

に、課税業務に従事しています

ので、御理解をお願いします。

（税務課）

○　市税徴収について、コンビ

ニでも納付できるようにしてほ

しい。
市　 コンビニ収納は便利で利
用が増えていますが、導入に係

る費用や市が負担する手数料が

高いことから、本市では各区等

での取りまとめ、また、口座振

替による納付をお願いしていま

す。 （税務課）

○　市税を安くして、他市から

の流入を促進してもらいたい。
市　市民税等は、法律で定めら

れた標準税率を採用していま

す。また、国民健康保険税や介

護保険料等は、自治体ごとに税

率等を決定しますが、阿久根市

は、県内でも低い水準にありま

す。 （税務課）
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との連携を図り、優良品目・品種

改良や新作物の開発に向けた取

り組みが必要と考えています。

（農政課）

○　脇本方面は基盤整備されて

いるが、南部の中山間地域はど

うなっているのか。
市　阿久根北部地区の事業は、

当初、平成23年度完了予定でし

たが、平成27年度までかかる予

定で遅れています。南部につい

ては、事業採択に向けて地元と

協議中です。 （農政課）

○　漁業者で氷を使う人には補

助がある。船のドック揚げの費

用にも助成がほしい。
市　ドック作業の現状や課題等

について、現在、調査を行って

いるところです。 （水産林務課）

○　農畜産物、水産物の生産、

加工、販売まで行う、６次産業

への取り組みはどうなっている

のか。
市　現在、可能性がある個々の

事業者に対し、参考例を示し、

提案を行っています。今後、関

係機関が連携をとり市内の関係

者とともに取り組みを進めてい

く必要があると考えています。

（農政課、水産林務課、商工観

光課）

○　人口減対策や、若者たちを

阿久根に残せるような計画があ

るのか。
市　阿久根駅舎の改修や「う

み・まち・にぎわい」再生整備

基本計画において、市民と一体

となった魅力あるまちづくりを

進め、農家や漁家への民泊をピ

－アールしながら、本市の資源

を活用した地域の活性化を進め

ることとしています。

（企画調整課）

○　水田のほ場整備は終わった

が水源がない。井戸を掘りたい

が地権者の負担が大変である。
市　井戸を掘る事業は、現在、

事業申請を県に行っています。

井戸のポンプ施設整備は、地元

負担は30％で整備を行うことが

できますが、畑地がんがいに限

っては、市の渇水対策への協力

を条件に、平成23年９月から地

元負担が16.5％に軽減されてい
ます。 （農政課）

道路について
○　市道の改修、歩道の設置に

ついて多くの要望があるがどう

か。
市　区長さんを通して要望書を

提出していただいています。緊

急度の高い箇所から施工してい

くこととしています。

（都市建設課）

○　市道等の伐開等について、

市が整備する必要がある箇所

は、地域の意見を聴き早急に実

施してほしい。
市　集落と集落の間の市道は、

年間１千万円の予算の範囲内で

環境について
○　北薩広域の環境センター移

転計画の進捗状況はどうなって

いるのか。
市　北薩広域行政事務組合で

は、平成30年３月の移転を目指

し餅井地区と協議が進められて

きましたが、建設反対が多く断

念されました。同組合は、次の

予定地として、出水市野田町菜
な

切
ぎり

地区を候補地に決定し今後近

隣住民の理解をお願いしていく

予定です。 （市民環境課）

○　ごみ収集について月曜日が

祝日の場合でも収集してほし

い。
市　月曜日が祝日の場合は、環

境センターの焼却場が休みで稼

働していないことから搬入でき

ず実施していません。環境セン

ターは、阿久根市、出水市、長

島町で構成する北薩広域行政事

務組合で管理運営を行ってお

り、本市単独での変更は難しい

と考えています。 （市民環境課）

○　区未加入者のごみ出しはど

うなっているのか。勝手に出し

てルールを守っていない。
市　転入される方には、区への

加入推進やゴミ出しのチラシを

配布して決まりを守ってもらう

ように説明しています。また、

区へ加入されていない方には、

市役所にステーションを設置し

て利用できるようにしていま

す。ゴミ出しのマナーについて

は、引き続き順守を周知してい

きます。 （市民環境課）



特集号 市 議 会 だ よ り j

医療・福祉について
○　はり・きゅうの割引券を市

外でも使えるようにできない

か。他市では行っている。
市　市が指定する施術院（者）

の要件として、市税等の完納が

条件とされています。そのため

に割引券の利用を市内の施術院

（者）に限定しています。

（生きがい対策課、健康増進課）

○　阿久根市は生活保護の不正

受給はないか。受給世帯数がわ

かれば教えてほしい。
市　当市において生活保護の不

正受給はありません。平成24

年11月現在の被保護世帯数は、

160世帯です。

（生きがい対策課）

○　認知症の方の施設の入所先

を確保してもらいたい。
市　現状の施設はグループホー

ム７、特別養護老人ホーム１、

有料老人ホーム１、高齢者住宅

１で、現在、小規模の特別養護

老人ホームが整備中で、来年度

中には新たに29名が入所可能と

なります。開設には多額の費用

が必要で、入所者が増えると介

護保険料も増となります。今後、

高齢者数は8,200人前後で推移
すると予想されますが、このこ

とも考慮し施設整備等を検討し

ます。 （健康増進課）

○　高齢者が集える場所をつく

ってほしい。
市　高齢者の健康の増進、各種

講習会等に使用できる場所とし

て、老人福祉センターが設置さ

れています。高齢者や障がいの

ある方等の利用については無料

ですので、御活用ください。

（生きがい対策課）

○　朝のラジオ体操を医療費抑

制のためにも、市民みんなです

るように取り組んでほしい。
市　各区の保健推進員の方々と

協議をし、まずは区単位での取

組が可能であるか検討したいと

思います。 （健康増進課）

○　今の年金では、老人ホーム

に入りたくても入れない。
市　養護老人ホームは、経済的

な困窮等を要件にしており、年

伐開委託を行っています。除草

時期は10月以後としています

が、地域の意見を聴きながら実

施していきたいと考えます。

（都市建設課）

○　市道伐開を集落で行ってい

るが、高齢化により特に法
のり

面
めん

の

施工が危険であり、ある程度行

政側でやれないか。
市　各区で年数回の清掃作業を

行っていただいておりますが、

どうしても実施できない箇所に

ついては、今後検討してまいり

たいと思います。 （都市建設課）

○　市道でない道路の側溝改良

について、３割負担を全額市で

負担してほしい。
市　市道でない道路（法定外公

共物）については、受益者が管

理するとされていることから、

７割の補助を行っています。御

理解をお願いいたします。

（都市建設課）

○　農道のコンクリート舗装を

してくれれば草払いも楽になる

のだがどうか。
市　農道の整備は、現在、補助

制度があり、工事費の30％を負

担していただいています。また、

起伏が激しい箇所等については、

散布用の砂利の支給を行ってい

ますので、区長さんを通じて要

望をお願いします。 （農政課）

○　道路整備等について要望書

を出したが、いつ実施してくれ

るか回答がなく、地区民にも説

明ができない。
市　平成24年度の整備要望箇所

は、現地調査し、終了したもの

は報告を行っています。工事は、

緊急性の高い順に実施します。

（都市建設課）

○　県道荒崎黒之浜線の路面が

悪く片側通行のため、早期復旧

を県に要望してほしい。
市　現在、県により施工中です。

工期は、平成25年２月28日まで

であり、変更がない限り同日に

は完了の見込みです。

（都市建設課）

○　市道敷の境界について、市

は管理する義務があるので、境

界柱を設置すべきである。
市　改良や新設の道路には境界

柱を設置していますが、全ての

境界に境界柱等を設置するには

莫大な経費を要します。そのた

め、改修や新設箇所から順次、

境界柱等を設置していきます。

（都市建設課）
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公共施設について
○　文化センターの建設計画に

ついて具体的に説明してほし

い。
市　今年度、「阿久根市民交流

センター（仮称）建設委員会」

を立ち上げ、設計に向けた取り

組みを進めています。委員会で

は、建設場所について、現在の

場所で建て替えることが望まし

いとして市長に中間答申を行

い、建設方針について協議を行

っています。平成25年度に基本

設計及び実施設計策定業務を実

施し、平成26年度以後に着工予

定で作業を進めています。

（教育総務課）

○　折多地区の中山間活性化事

業での施設整備計画はどうなっ

ているのか。
市　折多地区活性化施設は、地

区の地域交流、営農活動の拠点、

情報発信、防災避難等に必要な

施設として、建設計画を進めて

います。平成25年度建設に向け

県で予算措置が検討されていま

す。 （農政課）

○　番所丘のグラウンドゴルフ

場について、グランビューが使

用していることが多く、市民の

利用に支障が出てきている。
市　利用申込みは、市が施設管

理を指定している団体が受け付

けていますが、申込みが重複し

ないよう指導しています。

（都市建設課）

○　現在の寺山集会施設を広く

教育について
○　小中学校の規模適正化につ

いて進んでいるのか。
市　平成17年に学校規模適正化

協議会を設置し、その提言を受

け説明会を実施してきました

が、平成19年、市議会に統廃合

に反対する陳情書が提出され採

択されたことから、計画につい

ては中止されました。今後は、

保護者・地域住民と情報を共有

しながら課題解決に向けた取組

を行い、規模適正化の進展に合

わせた学校施設の整備計画を行

っていきます。 （教育総務課）

○　学校区で生活基盤のある区

の学校に行かず、他の学校へ通

うのはおかしいのではないか。
市　児童生徒の就学先は、居住

地を基に指定するのが原則です

が、関係法令等に基づいた指定

変更の規定や小規模特認制度等

があります。いずれの場合も、

保護者からの申請を慎重に審議

し、指定変更を承認することと

しています。 （学校教育課）

○　通学路の未整備箇所につい

て改修してほしい。
市　各学校からの危険箇所報告

に基づき緊急点検調査を行い、

現時点で対策ができる箇所は随

時対応を行っています。改修が

必要な箇所は、予算措置等を含

め今後検討していきます。

（都市建設課）

○　小学校の特認生の通学に対

し、送迎スクールバスの運行は

できないのか。（田代地区）
市　特認制度の小・中学校は７

校で、23名の児童生徒がこの制

度を活用しています。この制度

による転学の条件は「保護者の

送迎を原則とする」ことであり、

バス等の送迎には財政的な問題

等もあって田代地区だけの活用

は難しいと考えます。

（教育総務課）

○　学校の教職員が他市から通

勤されているが、市内に居住は

できないのか。
市　教職員の市内居住について

は、本市の学校に着任する機会

等をとらえ指導し勧めていま

す。しかし、家庭状況等様々な

理由で市外からの通勤者もお

り、現在市内13校170名の県費

教職員のうち市内居住者は79名

です。今後も市内居住を指導し、

積極的に勧めていきたいと考え

ています。 （学校教育課）

金受給額が少なくても入所でき

ます。特別養護老人ホームは、

要介護認定を受けた方が入居で

きる施設で、介護保険による給

付はあるものの、利用者負担等

も多くなっています。また、施

設入所者が増えると介護保険料

や市の負担も増えることになり

ます。老人ホームは、様々な種

類がありますので、市役所窓口

でご相談ください。

（生きがい対策課）
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行政について
○　市長と語る会は車座で気軽

に話がしたいのに執行部の参加

者が多すぎる。また、出た問題

は市議会にも報告してほしい。
市　様々な意見・要望に適切に

対応するため関係課長等が出席

しています。市議会への報告に

ついては、いただきました意見

等に応じ検討したいと考えてい

ます。 （総務課）

○　市職員に区未加入者がい

る。加入指導をしてほしい。
市　職員の区未加入者に対し、

これまでも加入を指導してきて

います。各地区の行事等地域活

動への積極的な参加を促進する

ため、引き続き区への加入を指

導していきます。 （総務課）

○　電話対応について「たらい

回し」をされる。きちんとした

対応をしてほしい。
市　責任ある回答をするため、

所管部署を確認する過程で御指

摘のような問題が生じる場合も

あるかと考えられます。引き続

き、迅速を旨とし、時間を要す

る場合には、改めて市から連絡

する等臨機な対応を行うことと

します。 （総務課）

○　区に加入していない世帯は

市全体でどの程度か。未加入者

のために市はどの程度経費負担

しているのか。
市　12月末現在世帯数は10,581

世帯で、そのうち未加入世帯は

953世帯（外国人世帯を含める

と974世帯）です。未加入者に

係る経費は算出していません

が、市からのお知らせ文書等の

送付に係る費用等があります。

（総務課、市民環境課）

○　職員給与について、民間と

比較して高すぎると思うがどう

か。
市　少子高齢化の進行や現在の

厳しい経済状況の中にあって、

地域において官民の格差が生じ

ているものと受け止めておりま

す。　現下の状況にかんがみて、

この間、独自に職員給与の削減

を実施しております。 （総務課）

○　市民と職員の距離があるよ

うに感じるがどうか。
市　職員は市民福祉の向上を目

指して行政に関する事務を処理

しています。市民生活に奉仕す

る責務を不断に自覚しながら、

市民の方々に愛される市役所づ

くりに努めます。 （総務課）

○　職員能力のバラツキを感じ

る。また役所内の縦横のつなが

りがなく連携がとれていない。
市　個々の職員の能力向上と組

織全体のレベルアップを図るた

め、研修の充実を図ります。ま

た、縦割り行政の弊害を解消す

るため、定期的な庁議の開催や

情報の共有を行っていますが、

さらに徹底していきます。

（総務課）

○　高齢化が進む中、５年後、

10年後を見据えた合併等、集落

行政について指針を示してほし

い。
市　昨年、各区の運営実態や課

題等に関する運営実態調査を実

施し、少子高齢化が急速に進行

する中、地域の自治会活動も

様々な問題が生じていると考え

ます。今後、区の合併等も出て

くると考えますが、合併への助

成等今後とも良好で自主的な活

動を支援していきます。

（総務課）

○　市職員は区の活動に積極的

に参加して、区と行政のパイプ

役になってほしい。
市　地域の一員として、また、

地域住民の方々の市政への直接

的な意見・要望を受け止め、市

民福祉の向上を図っていくた

め、積極的な地域活動への参加

の促進に努めていきます。

（総務課）

してほしい。
市　寺山住宅の集会施設につい

ては、住宅戸数に基づく建築面

積により交付金事業で建設さ

れ、増床は、基本的には難しい

と考えます。 （都市建設課）

○　総合グラウンドは月曜日が

休みであるが、使えるようにし

てほしい。

市　総合運動公園の管理委託先

との協議や条例改正等も必要で

あり、今後検討していきたいと

思います。 （生涯学習課）
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県内19市の議員定数及び議員報酬額の状況（平成23年12月末現在）

市　　名 人　　口 定数
議員一人 
当たり人口

議　員　報　酬　額

議　　長 副 議 長 議　員

鹿 児 島 市 605,413 50 12,108 790,000 738,000 686,000
霧 島 市 128,086 34 3,767 490,000 382,000 352,000
鹿 屋 市 105,971 30 3,532 450,000 396,000 370,000
薩 摩 川 内 市 100,540 34 2,957 458,000 396,000 370,000
姶 良 市 75,724 30 2,524 400,000 310,000 285,000
出 水 市 55,872 26 2,149 388,550 309,700 287,850
日 置 市 51,493 22 2,341 391,880 313,310 290,030
奄 美 市 46,661 24 1,944 420,000 349,000 321,000
指 宿 市 44,122 22 2,006 388,000 310,000 286,000
曽 於 市 40,563 22 1,844 397,000 318,000 295,000
南 九 州 市 39,675 22 1,803 388,000 310,000 286,000
南 さ つ ま 市 39,012 26 1,500 385,090 308,460 286,150
志 布 志 市 33,929 24 1,414 390,716 307,102 285,180
いちき串木野市 30,893 18 1,716 380,000 298,300 275,500
伊 佐 市 29,722 22 1,351 368,000 283,000 266,000
阿 久 根 市 23,812 16 1,488 371,000 290,000 263,000
枕 崎 市 23,500 16 1,469 362,600 286,160 269,500
垂 水 市 17,432 16 1,090 366,000 283,000 261,000
西 之 表 市 16,933 16 1,058 354,000 272,000 256,000

（※議員には議員報酬のほか、年２回期末手当が支給されます。）（出典　全国市議会議長会）

議会報告会の参加者の皆様にアンケートのご協力をいただきましたので、その結果を集計しました
のでお知らせします。

①　性別
男性　　　　　　　　２９３名（79.6%）
女性　　　　　　　　　７５名（20.4%）
②　年代
１０代　　　　　　　　　０名（ 0.0%）
２０代　　　　　　　　　０名（ 0.0%）
３０代　　　　　　　　　４名（ 1.1%）
４０代　　　　　　　　１４名（ 3.8%）
５０代　　　　　　　　５５名（14.9%）
６０代　　　　　　　１３５名（36.7%）
７０代　　　　　　　１３２名（35.9%）
８０歳以上　　　　　　２８名（ 7.6%）
③　議会報告会に参加したきっかけ
（複数回答）
防災行政無線　　　　２４４名（60.4%）
報告会のチラシ　　　　７４名（18.3%）
市議会ホームページ　　１０名（ 2.5%）
議員からの案内　　　　３８名（ 9.4%）
その他　　　　　　　　３８名（ 9.4%）

【アンケート有効回答数　３６８名】

④　報告会の内容について
わかりやすかった　　１８０名（48.9%）
ふつう　　　　　　　１３８名（37.5%）
わかりにくかった　　　１７名（ 4.6%）
その他　　　　　　　　３３名（ 9.0%）
⑤　開催時間について
ちょうどよかった　　３１１名（84.5%）
長かった　　　　　　　１３名（ 3.5%）
短かった　　　　　　　１２名（ 3.3%）
その他　　　　　　　　３２名（ 8.7%）
⑥　報告会資料について
わかりやすかった　　１６１名（43.7%）
ふつう　　　　　　　１６２名（44.0%）
わかりにくかった　　　１９名（ 5.2%）
その他　　　　　　　　２６名（ 7.1%）
⑦　議会報告会に対する評価
評価する　　　　　　２９９名（81.3%）
どちらともいえない　　５０名（13.6%）
評価できない　　　　　　６名（ 1.6%）
その他　　　　　　　　１３名（ 3.5%）

〔議会報告会の資料より抜粋〕


